
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録１２．輸出入許可通知情報等の 

二重出力機能について 
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付録 12．輸出入許可通知情報等の二重出力機能について 

 

1． 二重出力機能の概要 

ゲートウェイ接続（SMTP 双方向）、ゲートウェイ接続（SMTP/POP3）を利用する場合は、「付

表 12-3 二重出力可能な輸出入許可通知情報等一覧」の出力情報について、輸出入申告等を

行った入出力装置（パソコンまたは自社システム）への出力に加え、別途、ゲートウェイ接

続（SMTP 双方向）、ゲートウェイ接続（SMTP/POP3）を行う自社システムへ同一の輸出入許可

通知情報等を二重出力することができる。 

 

2． 二重出力の情報区分 

輸出入許可通知情報等の二重出力にあたっては、「付表 12-3 二重出力可能な輸出入許可通

知情報等一覧」における「輸出・別送品輸出関連」、「輸入関連」及び「蔵入等関連」に区分す

る出力情報について、当該区分ごとに二重出力するか否かを選択することができる。 

 

3． 二重出力パターン 

輸出入許可通知情報等の二重出力における出力パターンは次の 3 パターンとなり、上記 2 の

二重出力情報の区分ごとに出力パターンを複数選択することができる。ただし、パターン 2

とパターン 3 はどちらか一方しか選択できない。 

なお、ゲートウェイ接続（SMTP 双方向）、ゲートウェイ接続（SMTP/POP3）を行う自社シス

テムヘの二重出力先は、利用者コードごとに 1 つの出力先（論理端末名、メールアドレスまた

はメールボックス）となる。 

輸出入許可通知情報等の二重出力における出力パターンを、付表 12-1 に示す。 

 

付表 12-1 輸出入許可通知情報等の二重出力における出力パターン  

 

 

（注）GW 接続は、ゲートウェイ接続を示す。 

付表 12-1 の各二重出力パターンの説明 

パターン 1：自社システムの利用者が、輸出入許可通知情報等を、輸出入申告等の入力端

末（パッケージソフト）と入力端末以外の論理端末（自社システム）に二重

出力する。 

パターン 2：自社システムの利用者が、輸出入許可通知情報等を、輸出入申告等の入力論

理端末に出力し、入力端末以外の論理端末に出力しない。  

（二重出力しない。） 

パターン 3：自社システムの利用者が、輸出入許可通知情報等を、輸出入申告等の入力論

理端末と入力端末以外の論理端末に二重出力する。  

二重出力 

パターン 

輸出入申告等を行う入出力装置の 

接続形態／出力有無 

GW 接続の自社システムへの

二重出力要否 

接続形態 出力（EXZ 型） 出力要否（EXC 型） 

パターン 1 
Peer to Peer 接続 

ルータ接続 

出力あり 

 

出力あり 

 

パターン 2 GW 接続 出力あり 出力なし 

パターン 3 GW 接続 出力あり 出力あり 



付録 12-2 

二重出力の具体例を、付表 12-2 に、各例の説明をその下に示す。 

 

付表 12-2 二重出力の具体例 

※各二重出力のパターンは付表 12-1 とその説明を参照すること。 

※パターン 2 とパターン 3 はどちらか一方しか選択できない。 

※上記で“○”はそのパターンを利用することを示す。  

 

付表 12-2 の各例の場合、以下の通り、出力情報が出力される。 

（例 1）輸出・別送品輸出関連 

パターン 1：パソコン（パッケージソフト）で輸出申告等を行った場合、 

入力したパソコンと自社システムに許可通知情報等を二重出力する。 

パターン 2：自社システムで輸出申告等を行った場合、 

入力元の論理端末（自社システム）に許可通知情報等を出力する。 

（二重出力なし） 

 

（例 2）輸入関連 

パターン 1：パソコン（パッケージソフト）で輸入申告等を行った場合、 

入力したパソコンと自社システムに許可通知情報等を二重出力する。 

パターン 3：自社システムで輸入申告等を行った場合、 

入力元の論理端末と入力元以外の論理端末宛に許可通知情報等を二重出力する。 

 

 

例 1（二重出力有り） 例 2（二重出力有り） 例 3（二重出力なし） 

輸出・別送品輸出関連 輸入関連 蔵入等関連 

二重出力パターン 二重出力パターン 二重出力パターン 

パターン

1 

パターン

2 

パターン

3 

パターン

1 

パターン

2 

パターン

3 

パターン

1 

パターン

2 

パターン

3 

○ ○ × ○ × ○ × × × 
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輸入許可通知情報の出力パターンとして、付表 12-1 におけるパターン 1 及び 3 を選択した場合の

具体例を、付図 12-1（ゲートウェイ接続の場合）、付図 12-2（ゲートウェイ接続（SMTP 双方向）の

場合）として示す。 

 

輸入申告

《 X社営業所A 》

パターン１ ： X社営業所AのPeer to Peer接続のパソコンから輸入申告を行う場合

メールボックス

《 X社営業所B 》

NACCS
センターサーバ

Peer to Peer接続
（またはルータ接続）

ゲートウェイ接続
輸入許可
通知情報
（EXZ型）

パターン３ ： X社営業所BのGWコンピュータ配下のパソコンから輸入申告を行う場合

《 X社営業所A 》

インタラクティブ処理方式
のパソコン

《 X社営業所B 》

ゲートウェイ接続
輸入許可
通知情報
（EXZ型）

輸入申告

輸入許可
通知情報
（EXC型）

輸入許可
通知情報
（EXC型）

１ＡＮＡＣ００１

１ＡＮＡＣ００２

１ＡＮＡＣ００３

Peer to Peer接続
（またはルータ接続）

※ GW ＝ ゲートウェイ

EXZ型電文の流れ

EXC型電文の流れ

EXZ型電文の流れ

EXC型電文の流れ

インタラクティブ処理方式
のパソコン

NACCS
センターサーバ

二重出力可能な
出力情報（帳票）
の場合、宛先管
理により出力先
メールボックスID
と出力先メール
アドレスを取得
し、EXC型電文と
して２通目を出
力する。

二重出力可能な
出力情報（帳票）
の場合、宛先管
理により出力先
メールボックスID
と出力先メール
アドレスを取得
し、EXC型電文と
して２通目を出
力する。

宛先管理

宛先管理

ゲートウェイ
コンピュータ

ゲートウェイ
コンピュータ

メールボックス

１ＡＮＡＣ００１

１ＡＮＡＣ００２

１ＡＮＡＣ００３

審査終了

税関

審査終了

税関
 

付図12-1 輸入許可通知情報の出力の具体例（ゲートウェイ接続の場合） 
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輸入申告

《 X社営業所A 》

パターン１ ： X社営業所AのPeer to Peer接続のパソコンから輸入申告を行う場合

論理端末名

《 X社営業所B 》

NACCS
センターサーバ

Peer to Peer接続
（またはルータ接続）

ゲートウェイ（SMTP）

ゲートウェイ（SMTP）用サーバ

輸入許可
通知情報
（EXZ型）

パターン３ ： X社営業所BのGW（SMTP）用サーバ配下のパソコンから輸入申告を行う場合

《 X社営業所A 》

インタラクティブ処理方式
のパソコン

《 X社営業所B 》

ゲートウェイ（SMTP）

ゲートウェイ（SMTP）用サーバ

輸入許可
通知情報
（EXZ型）

輸入申告

輸入許可
通知情報
（EXC型）

輸入許可
通知情報
（EXC型）

YABC1Y

YABC2Y

YABC3Y

論理端末名

Peer to Peer接続
（またはルータ接続）

※ GW ＝ ゲートウェイ

EXZ型電文の流れ

EXC型電文の流れ

EXZ型電文の流れ

EXC型電文の流れ

インタラクティブ処理方式
のパソコン

YABC1Y

YABC2Y

YABC3Y

NACCS
センターサーバ

二重出力可能な
出力情報（帳票）
の場合、宛先管
理により出力端
末と出力先利用
者IDを取得し、
EXC型電文とし
て２通目を出力
する。

二重出力可能な
出力情報（帳票）
の場合、宛先管
理により出力端
末と出力先利用
者IDを取得し、
EXC型電文とし
て２通目を出力
する。

宛先管理

宛先管理

審査終了

税関

審査終了

税関

 
付図12-2 輸入許可通知情報の出力の具体例（ゲートウェイ接続（SMTP双方向）の場

合） 

 

 


